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干潟を学び、楽しむ児童たち

よかむん味だより～夏の便～

災害に対する備えできてますか？特
集
1

特
集
２
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　熊本県を中心に九州地方
で、４月 14 日の夜から地
震が相次ぎ、16 日にはマ
グニチュード７．３が記録
され、被災地は多くの被害
に見舞われました。隣県で
発生した地震災害は、少な
からず私たちにも影響を与
えています。
　そんな時だからこそ、地
震災害の心構えについて改
めて考える機会です。今回
は、地域の防災リーダーで
ある防災士の皆さんに誰で
も簡単にできる防災の備え
についてお聞きしました。
　宮崎県においては、今後、
南海トラフ巨大地震が発生
する可能性があると言われ
ており、最大震度の地震が
発生してしまうと、県内全
域は強い揺れに襲われ、串
間市は最大震度７になると
想定されています。今日、
明日、大規模な地震に遭っ
たらどうすればよいだろう
と一度自分でしっかり考え
てみませんか。

　阪神淡路大震災における震度７の地域では、住宅の全半壊を免れたにもかかわら
ず、全体の約６割の部屋で家具が転倒し、部屋全体に散乱したというデータもある
ようです。
　つまりは、家具をしっかり固定し、ガラスの飛散防止対策を行えば、震災のとき
にはけがをする可能性を減らせるのです。

■扉や引き出しのある家具
　揺れにより引き出しや扉が開い
て、中身が飛び出さないように「扉
開き防止ストッパー」などを使用
しましょう。

■窓ガラス
　ガラス飛散防止フィルムを貼っ
たり、薄いレースやカーテンを引
いておけば、万一ガラスが割れた
としても、破片が散らばるのを防
ぐことができます。

■液晶テレビ
　液晶テレビは不安定で危険です。
専用器具で固定したり、粘着性マ
ットを敷いて落下を防ぎましょう。

愛する人を
守るため、
一緒に活動
しましょう

防災士として 
活動しませんか？

宮崎県地域防災士養成研修 
（基礎コース）

●日時＝７月 31日（日）
●会場＝日南市福祉総合センター
●申込締切＝７月 21日（木）
※�詳細は危機管理課までお問い合
わせください。

　器具などで固定できない場合は、家具の配置を工夫しましょう。タンスなど
家具が転倒すると、下敷きになる危険に加え、逃げ道を防ぐ可能性があります。

100 円ショップでもいろいろな物が揃います。

蓄光テープ
階段や手すりに蓄光テ
ープを張っておくと、
転倒防止などに役立ち
ます。

キーホルダー型 
ＬＥＤライト

数センチ程の大きさな
ので、鞄につけておい
ても邪魔になりません。

ウェットティッシュ
水が使えないときなど
に便利です。

携帯トイレ
断水していたり周辺の
建物が崩壊していたり
する場合にはトイレを
することができません。

レインコート
冬場は寒さと戦いながら
生活をすることに
なります。カッパと
しての役割だけで
なく、防寒着と
しての役割も
担います。

笛
キーホルダーとして身
に着けておけば、常に
持ち歩け、防犯などで
も役に立ちます。

災害に対する備えできてますか　？
地 域 の 減 災 ・ 防 災 を 担 う リ ー ダ ー で あ る 防 災 士 の 皆 さ ん に 防 災 の 備 え に つ い て 聞 き ま し た 。

　 　家具を固定しよう！

　 　100円ショップで揃う防災グッズ

　 　家具の配置を工夫しよう！

家具転倒防止伸縮棒

家具転倒防止 L型金具

扉開き防止ストッパー

ガラス飛散防止フィルム

家具転倒防止プレート

家具転倒防止粘着マット Interview
防災士 

（福島地区・寺里）

蓑
みの

輪
わ

 光
みつ

乃
の

さん

　串間市では約30名の防災士が活動
しています。まだまだ少ないですが、
職場や地域に一人でもいることが望
ましいと思っています。力仕事をす
るわけではないので、女性も積極的
に防災士になってほしいですね。
　４月に熊本地震が起こり、防災に
ついて見つめなおすいい機会だと思
います。災害はいつ起こるかわかり
ませんが、防災に対する意識を持つ
ことで災害時の対応は大きく変わる
はずです。防災士になっていただき
一緒に活動してもらうのがベストで
すが、防災士基礎講座だけでも自分
のためになるのでぜひ受講してほし
いですね。

意識することが大事

いざという時に、ドア
の開閉ができるように、
部屋の出入口、廊下や
階段には大型の家電や
家具を置かないように

しましょう。

備 え
１

備 え
３

備 え
２ 募集

寝室には、なるべく
家具を置かないようにし、
頭に家具が倒れてこない
ように配置しましょう。

家具の固定には強度の高い「Ｌ型金具」を推奨して
いますが、壁に穴をあける金具を使うのが難しい場合は、
天井と家具の隙間には「ポール式器具」を、家具の底面には
「ストッパー式器具」などを組み合わせると効果的ですよ！

百均で「これがあれば
便利かも」と思うものも
多々あるので、自分に
必要なモノを考えて
買い足しておくと
良いですよ。

坂
さか

田
た

 守
もり

彦
ひこ

さん

三
み

好
よし

 多
た

美
み

雄
お

さん隈
くま

田
た

原
ばら

  瞳
ひとみ

さん深
ふか

江
え

  弘
ひろし

さん

成
なり

田
た

 一
かず

志
し

さん
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地元の海産物を中心に詰め合わせました。
お魚・お肉両方好きな方にはたまらないセットです。

黄
おう

金
ご ん

の瀬
せ

セット

南国串間ならではの商品を詰め合わせました。
こどもから大人まで楽しめるセットです。

恋
こい

ヶ
が

浦
う ら

セット

冷蔵

冷蔵
◎注文方法
　�商工会議所、市役所（商工観光スポーツランド
推進課）、各支所に備え付けてある注文書に必
要事項をご記入の上、お持ちいただくかＦＡＸ
にてお申込みください。
◎申込締切＝７月29日(金)
◎発送日＝８月５日（金）
◎申込・問い合わせ先
　〒８８８－０００１
　宮崎県串間市大字西方５６５７
　串間商工会議所内
　串間市地場産業振興対策協議会
　�☎／FAX：０９８７－７２－０５０６

串間産の新米と個性豊かな商品を詰め合わせました。
串間の食彩豊かなセットです。
価格も非常にお手頃です。

旬なものから懐かしいものまでを詰め合わせました。
ふるさと串間を感じられるセットです。

都
と

井
い

岬
みさき

セット

■セット内容
串間産新米こしひかり／喜多米穀店
ひむかの釜揚げうどん／㈱川北製麺
チーズかまぼこ／内野かまぼこ店
鶏・炭火焼／㈲クシマフーズ

魔法の玉ねぎドレッシング／㈱松尾醸造場
マンゴードリンク／宮崎果汁㈱
キンカンジャム／たいき食品
形菓子／山下製菓堂

■セット内容
お茶／西谷園、川島茶園、葉香園
くしま産新米こしひかり／㈱江藤商店
ごぼう巻／川畑興かまぼこ店
ひとくち串間あげ／内野かまぼこ店
漁師のとれたてちりめん／猪塚水産
いりこピーナツ／たいき食品

かつおみそ／まるき商店
夢の塩／㈲大田商店
あくまき／串間農産加工研究会
焼ドーナツ（プレーン・チョコ）／ 
Bon Bon Maman
干し芋／㈱くしまアオイファーム

■セット内容
水出し緑茶／西谷園、川島茶園、葉香園
串間産新米ミルキークイーン／喜多米穀店
イタリアン蒲鉾／マルケイ川畑蒲鉾店
鶏・炭火焼／㈲クシマフーズ
漁師のとれたてちりめん／猪塚水産
松尾の無添加みそ／㈱松尾醸造場

チーズ棒／川畑興かまぼこ店
おいもちゃん・ふかし芋／玉味製菓㈲
イリコ餅／山下製菓堂
キンカンブッセ／玉味製菓㈲・Bon Bon Maman
H I N O D Eコーヒードリップパック／
HINODE　COFFEE　STAND

■セット内容
いかミリン／㈲内野水産
さば炭火焼／㈲内野水産
あじめしの素／㈲内野水産
天ぷらのすり身／マルケイ川畑蒲鉾店
手羽メンタイ／㈲クシマフーズ
鶏皮ギョーザ／㈲クシマフーズ

ほりぐち特製塩こうじホルモン／ 
四季彩館ほりぐち
おいもショコラ／玉味製菓㈲・ 
Bon Bon Maman
寿シュー／㈲はとや
たまリッチアイス／たまたまクラブ

幸
こ う

島
じ ま

セット

　

今
年
の
夏
も
恒
例
の
「
串
間
の
よ
か
む
ん
味
だ

よ
り
・
夏
の
便
」の
申
し
込
み
受
付
を
始
め
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
「
南
国
・
串
間
」
の
香
り
を
目
い
っ

ぱ
い
詰
め
込
ん
だ
「
味
だ
よ
り
」。
遠
く
離
れ
た

あ
の
方
に
お
届
け
し
て
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

ま
せ
ん
か　
　

。

　

今
夏
の
セ
ッ
ト
も
４
つ
の
タ
イ
プ
を
ご
用
意
。

贈
る
あ
の
方
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
お
好

み
の
セ
ッ
ト
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

３
セ
ッ
ト
は
、
１
箱
５
，
２
０
０
円
（
税
込
み
）。

こ
れ
に
加
え
て
、
今
夏
か
ら
新
た
に
１
箱
４
，
２

０
０
円
（
税
込
み
）
の
セ
ッ
ト
が
登
場
。
選
択
の

幅
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。
全
国
ど
ち
ら
へ

送
っ
て
も
、
送
料
込
み
の
お
得
な
セ
ッ
ト
で
贈
り

物
に
最
適
で
す
。

　

お
中
元
に
、
お
礼
代
わ
り
に
、
そ
し
て
季
節
の

お
便
り
に
、
ぜ
ひ
幅
広
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

串
間
の
特
産
品

　

「よ
か
む
ん
味
だ
よ
り
～
夏
の
便
～
」

大
好
評
受
付
中
！

Interview

本城地区・永田

古
こ

賀
が

 美
み

智
ち

子
こ

さん

マルケイ川畑蒲鉾店

川
かわ

畑
ばた

 宜
よし

久
ひさ

さん

　今回の「よかむん味だより」は新たな試みとし
て 4,200 円のセットを販売します。よかむん味だ
よりを「食の窓口」として串間を知っていただき、
少しでも串間のＰＲになればと思います。みんな
で一生懸命作っている地場産品を市外に住む方々
へお届けしていただけるとうれしいですね。もち
ろん味には自信ありですよ！

　よかむん味だよりが始まったころから利用させ
ていただいています。自分で選ばなくていいので
贈り物にはすごく便利。県外に住む姉妹に送ると
すごく喜んでくれます。何種類も入った串間のよ
かむんで懐かしい気持ちを思い出してくれるとう
れしいですね。毎年企画していただいている商工
会議所や地場産業振興対策協議会に感謝です。

味に自信あり！

味だよりは最高の贈り物Interview

新価格！
１箱 ４，２００円

(税・送料込み)

１箱　　　　
５，２００円
(税・送料込み)

１箱　　　　
５，２００円
(税・送料込み)

１箱　　　　
５，２００円
(税・送料込み)

生産者の声

利用者の声

冷凍

冷蔵

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
い

あ
の
方
に

を
お
届
け
し
ま
す
。

（
い
い
も
の
）
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冷
た
く
ふ
わ
っ
と
し
た
食
感

こ
だ
わ
り
の
お
い
し
さ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
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駒
止
め
お
ば
さ
ん
の
奮
闘
記
』
と

い
う
ブ
ロ
グ
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
都
井
岬
の
情
報
が
ほ
ぼ
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
分
か
る
こ
の
ブ
ロ
グ
を
公
開

し
て
い
る
の
は
、
駒
止
の
門
の
職
員
と

し
て
働
く
坂
ノ
上
礼
子
さ
ん
。
ブ
ロ
グ

は
野
生
馬
や
花
な
ど
た
く
さ
ん
の
写
真

が
掲
載
さ
れ
、
コ
ミ
カ
ル
な
文
章
が
面

白
い
。

ブ
ロ
グ
を
始
め
た
の
は
約
３
年
前
の

62
歳
の
と
き
。
息
子
の
勧
め
で
始
め
た

ブ
ロ
グ
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
は

ゼ
ロ
。
何
度
も
や
め
よ
う
と
思
い
ま
し

た
が
、
持
ち
前
の
負
け
ん
気
で
パ
ソ
コ

ン
操
作
の
習
得
に
励
み
、
始
め
た
２
０

１
３
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、
ブ
ロ
グ
を
更

新
し
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
グ
を
始
め
た
こ

と
で
都
井
御
崎
牧
組
合
員
と
し
て
働
く

旦
那
さ
ん
も
写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
、
今
で
は
二
人
三
脚
で
ブ
ロ

グ
を
更
新
中
で
す
。

写
真
を
撮
っ
て
、
ブ
ロ
グ
を
更
新
す

る
の
が
毎
日
の
楽
し
み
と
い
う
礼
子
さ

ん
の
願
い
は
、
都
井
岬
に
た
く
さ
ん
の

人
が
来
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。「
ブ

ロ
グ
を
見
て
、
一
人
で
も
都
井
岬
に

行
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
く
れ
る

と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
た
ま
に
そ
う
い

う
人
も
い
る
の
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

す
。「

都
井
岬
は
、
晴
れ
の
日
だ
け
が
素

晴
ら
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
雨
の
日
や

霧
の
日
だ
っ
て
素
晴
ら
し
い
。
花
も
い

ろ
い
ろ
咲
く
し
、
そ
ん
な
四
季
折
々
の

都
井
岬
の
風
景
を
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
母
の
日
に
息
子
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
を
勉
強
中
の
礼
子
さ
ん
。
今
日
も
カ

メ
ラ
片
手
に
都
井
岬
で
奮
闘
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

『

凍らせるとアイスみたいに食べられます

旬
の
果
物
な
ど
を
使
っ
て
作
る

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
。
今
回
そ
ん
な

『
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
』
を
紹

介
し
て
く
れ
る
の
は
北
方
地
区
・
田
渕

に
お
住
ま
い
の
牧
野
サ
ワ
さ
ん
で
す
。

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
作
り
始
め
た
の
は

５
年
前
。
牧
野
さ
ん
は
肺
が
ん
の
ス
テ�

ー
ジ
４
と
診
断
さ
れ
、
高
齢
者
施
設
の

給
食
を
作
る
仕
事
が
今
ま
で
ど
お
り
は

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
娘
さ
ん
が
退
屈
だ
ろ
う
と
心
配
し

て
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り
を
教
え
て
く

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

調
理
方
法
は
と
て
も
簡
単
。
天
ぷ
ら

粉
と
卵
、
砂
糖
を
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
で

10
分
か
ら
15
分
混
ぜ
て
、
グ
リ
ル
で
10

分
焼
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
同
じ
く
混
ぜ

て
作
っ
た
生
ク
リ
ー
ム
を
で
き
た
生
地

に
塗
っ
て
、
季
節
の
果
物
な
ど
を
の
せ

て
巻
い
た
ら
完
成
で
す
。

一
番
の
こ
だ
わ
り
は
、
買
っ
た
具
材

を
そ
の
ま
ま
使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
ら
っ
た
も
の
を
ジ
ャ
ム
に
す
る

な
ど
、
お
店
に
な
い
も
の
を
作
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

 

「
出
来
た
て
よ
り
も
、
い
っ
た
ん
冷

凍
し
た
ほ
う
が
ふ
わ
っ
と
し
た
食
感
に

仕
上
が
り
ま
す
。
そ
の
時
も
解
凍
す
る

時
は
冷
蔵
で
」
と
話
す
サ
ワ
さ
ん
。
シ

ン
プ
ル
な
調
理
で
も
、
お
い
し
く
作
る

い
ろ
ん
な
コ
ツ
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

誕
生
日
会
な
ど
の
集
ま
り
の
時
に
作�

っ
て
持
っ
て
行
く
と
好
評
で
、
息
子
の

結
婚
式
の
時
に
は
、
３
週
間
で
15
、
6

本
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

今
で
は
道
の
駅
に
出
す
と
、
全
部
完

売
し
て
し
ま
う
こ
だ
わ
り
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
。
自
宅
で
も
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

都
井
岬
の
素
晴
ら
し
さ
ブ
ロ
グ
で
発
信

駒
止
お
ば
ち
ゃ
ん
奮
闘
記

北方地区・田渕

牧
まき

野
の

 サワさん
生クリームの量と、午前
中だけでできるというこ
とで、作るときは一回に
３本と決めています。

都井地区・迫

坂
さか

ノ
の

上
うえ

 礼
れい

子
こ

さん
夫婦そろって趣味ができ、
勧めてくれた息子に感謝
です。次はフェイスブッ
クに挑戦したいです。

「駒止めおばさんの奮闘記」ブログ
右のＱＲコードをカメラで読み取ると

ブログを見ることができます

ブログの記事は３年で 1,000件を超えました。



市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics

14

25

36
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６
月
10
日
、
福
島
小
学
校
で
５
年
生
68
名
を
対
象
に
、
思

わ
ぬ
水
の
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
対
処
法
を
学
ぶ
『
着

衣
泳
教
室
』
が
開
催
さ
れ
、
市
消
防
本
部
職
員
３
名
が
指
導

を
行
い
ま
し
た
。
消
防
職
員
か

ら
「
服
や
靴
が
あ
る
と
水
に
浮

き
や
す
く
な
る
」
と
説
明
を
受

け
た
後
、
プ
ー
ル
に
入
り
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
浮
き
輪
代
わ
り

に
使
っ
た
、
浮
い
て
待
つ
方
法

な
ど
を
実
践
し
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
も
、
水

に
浮
い
た
秒
数
を
競
い
合
う
な

ど
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、『
く
し
ま
学
』
の
一
環
で
、
本
城
、
大
束
、

北
方
、
都
井
の
小
学
生
児
童
約
60
名
が
本
城
干
潟
で
自
然
観

察
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
県
自
然
動
植
物
保
護
監
視
員
の
竹

下
主
之
さ
ん
と
鎌
田
芳
徳
さ
ん

が
、
干
潟
の
役
割
や
シ
オ
マ
ネ

キ
な
ど
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
生
物
の
説
明
を
し
た

後
、
バ
ケ
ツ
な
ど
を
手
に
干
潟

に
入
り
ま
し
た
。
泥
ま
み
れ
で

貝
や
カ
ニ
な
ど
を
捕
ま
え
た
子

ど
も
た
ち
は
、
驚
き
の
声
を
上

げ
な
が
ら
ふ
る
さ
と
の
自
然
の

豊
か
さ
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
10
日
、
福
島
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る
『
福
島
高

校
を
も
っ
と
知
ろ
う
会
』
が
同
校
で
開
催
さ
れ
、
市
内
小
中

学
校
の
保
護
者
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
校
存
続

に
向
け
て
取
り
組
む
活
動
で
今

年
で
6
回
目
の
開
催
。
生
徒
会

に
よ
る
学
校
紹
介
や
校
長
先
生

に
よ
る
こ
れ
か
ら
の
福
島
高
校

の
在
り
方
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
、

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
、
参

加
者
た
ち
は
福
島
高
校
の
特
色

や
進
学
・
就
職
状
況
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
～
29
日
、
九
州
各
地
の
若
手
陶
芸
家
の
作
品
が

集
う
『
第
9
回
九
州
窯
元
行
列
in
串
間
』
が
、
旧
吉
松
家
住

宅
お
よ
び
周
辺
商
店
街
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
心
市
街
地

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
串
間
商

工
会
議
所
青
年
部
が
毎
年
主
催
。

今
年
は
長
崎
県
な
ど
11
の
窯
元

が
初
出
店
し
、
過
去
最
多
の
39

の
窯
元
や
工
房
が
参
加
し
ま
し

た
。
来
場
者
は
和
風
邸
宅
の
雰

囲
気
を
楽
し
み
な
が
ら
、
食
器

や
陶
器
な
ど
を
品
定
め
。
5
カ

所
に
分
か
れ
た
会
場
は
た
く
さ

ん
の
人
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
19
日
、
旧
吉
松
家
住
宅
で
和
文
化
を
楽
し
む
『
紫
陽

花
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
、
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
同
住
宅

の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、

色
と
り
ど
り
の
着
物
を
着
て
身

近
に
あ
る
花
を
生
け
た
り
、
抹

茶
や
お
菓
子
を
味
わ
い
な
が
ら

和
文
化
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
団
体
が

企
画
し
た
地
域
活
性
化
事
業
に

対
し
、
市
が
助
成
す
る
「
市
民

発
！
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
」
を

活
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
２
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
男
性
料
理
教
室

「
Kushim
en's
キ
ッ
チ
ン（
年
５
回
）」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
の
大
切
さ
を
学
ぶ
今
回

の
テ
ー
マ
は
『
愛
情
入
り
パ
ン

作
り
に
挑
戦
』。男
性
15
名
が
参

加
し
、
市
職
員
と
食
生
活
改
善

推
進
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

「
レ
ー
ズ
ン
バ
タ
ー
パ
ン
」や

「
野
菜
ス
ー
プ
」
な
ど
を
料
理

し
ま
し
た
。
次
回
は
８
月
６
日

の
開
催
。
テ
ー
マ
は
『
ワ
イ
ル

ド
に
決
め
る
ぜ
キ
ャ
ン
プ
ご
飯
』

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１年生の授業では中学校の
教諭も参加して行われた

　６月15日、来年度開校す
る串間中学と連携型中高一
貫教育の設置に向けた取り
組みとして小中学校の職員
に対し、福島高校で公開授
業が行われました。１年生
の授業には、中学校の教諭
もチームティーチングとし
て参加し、中高一貫に向け
て連携強化を図りました。

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串

●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

教育長へ新茶が手渡された

　６月17日、生産者11戸
で構成する串間市茶業振興
会（加藤直樹会長）が市内
の17小中高に串間で生産
した新茶5.6㎏を贈呈しま
した。生産者たちが心を込
めて生産した「くしま茶」
を串間の子どもたちに飲ん
でもらおうと、今年で12
年目の試みとなりました。

ふ
る
さ
と
の
自
然
を
学
ん
だ

去年は大雨で30分くらいしか
体験できなかったですが、今年
は晴れたので良かったです。小
さいカニがいて驚きました。ト
ビハゼを捕まえられたのが一番
うれしかったです。５年生から
は干潟体験学習がないので、最
後にいい思い出になりました。

うれしかった

福
島
高
の
特
色
理
解
深
め
る

中学３年の息子が福島高校に進
学したいと言うので、どんな学
校か知りたいと思い参加しまし
た。進路のことやカリキュラム
のことなどいろいろな話を聞く
ことができたし、校長先生のプ
レゼンも熱い思いが伝わってき
ました。参加してよかったです。

今後の参考に

大束地区・上井牟田

江
え

藤
と う

 真
ま

由
ゆ

美
み

さん

お
宝
発
見
畳
の
上
の
陶
器
市

骨董品が好き
骨董品が好きで、陶器屋さんに
はよく行きます。このイベント
に来たのは３回目になりますが、
気に入った物の値段が高かった
のが残念でした。お店の数が増
えたり、休憩所みたいなものが
もっとあるといいのではないか
と思います。来年も来たいです。

志布志市在住

林
はやし

 美
み

樹
き

子
こ

さん

神
か ん

戸
べ

 るみさん

福島小学校 ５年

山
や ま

下
し た

 叶
と

望
む

くん

着
物
を
着
て
和
文
化
を
堪
能

宮崎市から参加しました。旧吉
松家住宅は初めてで、建物も大
きいし、タイムスリップしたみ
たいです。こういうすてきな雰
囲気の中でいただいた抹茶やお
かしは最高においしかったです。
娘も着物が好きで喜んでくれて
いました。また来たいですね。

すてきな時間

宮崎市在住

中
な か

村
む ら

 真
ま

紀
き

さん

本城小学校４年

山
や ま

崎
さ き

 蒼
そ う

大
た

くん

福島地区・西今町

中
な か

原
は ら

 鉄
て つ

也
や

さん

命
を
守
れ
る
役
立
つ
対
処
法

上手にできた
３回目の着衣泳教室だったので
前回よりも上手にできました。
ラッコの形ができたのがうれし
かったです。ペットボトルがあ
るのとないのでは全然違うなと
感じました。祖父が船を持って
いて、釣りの時など、もしもの
時はこの経験を生かしたいです。

自
分
で
作
る
お
い
し
さ
満
喫

娘の勧めで久しぶりに参加しま
した。家で料理をすることもな
いし、パン作りは初めての経験
だったのでどんなものができる
か心配でしたが、出来上がりは
見た目もよく、ヘルシーで味も
最高においしかったです。次回
も楽しみです。おすすめですよ。

次回も楽しみ

福島高校で
公開授業

新茶を市内 
小中高へ贈呈
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くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

梅
雨
入
り
し
て
か
ら
二
週
間
ほ

ど
経
ち
ま
し
た
が
（
執
筆
現 

在
）、
寝
苦
し
い
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
。
東
京
で
生
活
し
て
い
た

と
き
か
ら
、
あ
ま
り
冷
暖
房
を
使

わ
な
か
っ
た
習
慣
が
影
響
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
…
議
会

開
会
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
何

か
と
慌
た
だ
し
く
日
々
が
過
ぎ
て

い
き
ま
す
。

　
７
月
25
日
の
任
期
満
了
に
伴
う

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の

投
開
票
日
が
７
月
10
日
に
迫
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
昨
年

６
月
に
成
立
し
た
公
職
選
挙
法
の

改
正
に
よ
り
、
選
挙
権
年
齢
が
20

歳
以
上
か
ら
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
て
か
ら
初
め
て
実
施
さ
れ

る
国
政
選
挙
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
年
７
月
の
同
法
改
正

に
よ
り
、
今
回
か
ら
定
数
10
増
10

減
が
実
施
さ
れ
、
最
高
裁
判
決
で

違
憲
状
態
と
さ
れ
た
一
票
の
格
差

に
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
権
年
齢
の
18
歳
以
上
へ
の

引
き
下
げ
に
よ
り
、
18
歳
、
19
歳

の
約
２
４
０
万
人
が
新
た
に
有
権

者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
す
。
串
間

で
新
た
に
有
権
者
の
仲
間
入
り
を

す
る
の
は
３
２
７
人
、
う
ち
高
校 

生
は
54
人
で
す（
６
月
21
日
時
点
）。 

選
挙
権
年
齢
が
変
更
さ
れ
る
の
は
、

25
歳
以
上
か
ら
20
歳
以
上
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
１
９
４
５
年
以
来
、

70
年
ぶ
り
の
大
き
な
出
来
事
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
若
い
人
た
ち
の
投
票

率
の
低
下
は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
が
い
や
応
な
く

進
ん
で
い
く
な
か
、
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
る
日
本
で
、
未
来
の

日
本
を
生
き
て
い
く
人
た
ち
は
ま

さ
に
若
い
世
代
で
す
。
若
い
人
に

も
政
治
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
、
自
ら
の
考
え
を
社
会

や
政
治
に
届
け
る
、
未
来
を
つ
く

る
一
票
を
投
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

選挙権年齢引き下げ後、はじめての
国政選挙がやってきます！

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し
の

部長日記

未来をつくる一票を

新くしま人応援隊
〜市民団体紹介〜

　
串
間
の
市
民
活
動
っ
て
何

が
あ
る
の
？
そ
こ
で
市
内
で

活
躍
す
る
市
民
団
体
な
ど
を

定
期
的
に
ご
紹
介
し
、
活
動

の
中
身
を
お
見
せ
し
て
い
き

ま
す
。

　
今
回
は
移
住
促
進
や
串
間

市
の
魅
力
の
発
信
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
『
新
く
し

ま
人
応
援
隊
』
で
す
。
代
表

の
古
屋
勝
人
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

〜
団
体
の
活
動
に
つ
い
て

　
市
外
か
ら
の
移
住
を
促
進

す
る
こ
と
で
活
性
化
や
地
域

の
発
展
の
一
助
に
な
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
に
移
住
相
談
や
移
住
体
験

ツ
ア
ー
の
企
画
・
開
催
、
串

間
市
の
魅
力
の
発
信
、
定
住

化
に
関
わ
る
研
究
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〜
ど
う
い
っ
た
運
営
を
し
て

い
ま
す
か

　
会
員
が
15
名
い
ま
す
が
、

一
部
の
会
員
だ
け
で
運
営
す

る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と

り
の
個
性
に
あ
っ
た
役
割

（
企
画
・
広
報
・
総
務
）
を

与
え
、
会
員
全
員
で
一
丸
と

な
り
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
事
務
局
の
運
営
を
強
化

し
た
こ
と
で
、
会
員
は
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
集
中
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〜
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　
宣
伝
に
な
り
ま
す
が
、
８

月
に
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
ま
ず
串
間
の
い
ろ
い

ろ
な
魅
力
に
直
接
触
れ
楽
し

ん
で
も
ら
い
、
移
住
へ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
参
加
者

が
串
間
フ
ァ
ン
と
な
り
、
全

国
に
魅
力
を
発
信
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ナ
ッ
プ
で
紹
介
し
て
ほ

し
い
市
民
団
体
な
ど
を
広
く

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
い

つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
は
、

母
子
・
父
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
が
、
日
頃
抱
え
て
い

る
悩
み
を
一
緒
に
考
え
、
解
決�

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

就
労
相
談
、
離
婚
や
経
済
的
な

こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
、
職
場

の
こ
と
な
ど
何
で
も
構
い
ま
せ

ん
。

　
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
だ

け
で
解
決
で
き
な
い
場
合
は
、

他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

ま
す
。

●
相
談
の
方
法

　
福
祉
事
務
所
・
こ
ど
も
政
策

係
に
直
接
来
ら
れ
る
か
、
電
話

で
の
相
談
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に

は
、
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
受
付
時
間

　
月
～
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�

相
談
に
来
ら
れ
る
際
は
、
事

前
に
電
話
で
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

●�

母
子
・
父
子
家
庭
に
対
す
る

支
援

①
資
格
取
得
の
た
め
の
支
援

▽�「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」

　
就
職
に
有
利
な
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
養
成
訓
練
の
受
講

期
間
中
に
つ
い
て
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
（
右
表
参
照
）。

▽�「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」

　
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
、

修
了
し
た
場
合
に
受
講
料
の
６

割
相
当
額
（
上
限
20
万
円
）
を

支
給
し
ま
す
。

※�

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練

給
付
の
受
給
資
格
が
あ
る
場

合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
受
講
前
に
、
対
象
講
座

に
対
す
る
審
査
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
受
講
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
貸
付
に
よ
る
支
援

　

�「
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資�

金
貸
付
事
業
」

　
県
は
母
子
・
父
子
家
庭
お
よ

び
寡
婦
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

経
済
的
自
立
を
支
援
し
安
定
し

た
生
活
を
送
る
た
め
、
各
種
資

金
の
貸
付
を
無
利
子
ま
た
は
低

利
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
申
請
受
付
の
窓
口
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
貸
付
希

望
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

貸
付
に
は
審
査
が
あ
り
、
税

の
滞
納
な
ど
が
あ
る
場
合
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●�

母
子
お
よ
び
父
子
家
庭
等
医

療
費
助
成
制
度

　
串
間
市
で
は
、
母
子
お
よ
び

父
子
家
庭
な
ど
に
対
し
て
医
療

費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
串
間
市
に
住
所
が

あ
り
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
母
子
お
よ
び
父
子
家
庭
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
（
所
得

制
限
が
あ
り
、
所
得
制
限
限
度

額
以
上
の
方
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
）。

　
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
に

は
、
事
前
に
受
給
資
格
を
得
る

た
め
の
申
請
を
し
、
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
助
成

の
詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
ど
も
政
策
係
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務�

所
こ
ど
も
政
策
係
☎
72

－

０�

３
３
３
（
内
線
５
０
６
）

「母子・父子自立支援員と 
各種支援」・「医療費助成」
母子・父子家庭の支援についてお知らせします。

高等職業訓練促進給付金
就学期間 １年以上

支給対象�
期 間 最長３年間

対象資格
看護師、准看護師、保育士、介護福祉士、
作業療法士、理学療法士、歯科衛生士、
美容師、社会福祉士、製菓衛生師、調
理師など

支 給 額 月額10万円�
（住民税課税世帯は月額 70,500 円）

そ の 他
・�本人が、仕事をしながら資格取得を
目指す場合も利用できます。

・�卒業後は、修了支援金も支給されます。

高等職業訓練促進給付金を受給される方に対しては、入学
準備金（50万円）、就職準備金（20万円）の案内も行います。
【※返還免除の要件有】
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毎月、お揃いのポロシャツで
会議しています



子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て
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講座名 日時 場所 定員／参加費 内　　　　　容

1
みんなで簡単おかし作り 8／5㈮10時～12時 中央公民館 20名／300円 こねたり、丸めたりしておいしいお菓子を

みんなで作りましょう。

みんなで簡単昼ごはん ７／29㈮10時～12時 市木公民館 15名／324円
　　　　　　　　（保険料込）

夏野菜カレーと、フルーツヨーグルトを
作って、みんなで楽しく食べよう。

2 映画を観よう

８／17㈬９時半～12時 総合保健福祉センター

無料

宮崎県より

テレビの画面でも面白いけど、
大きな画面でみんなで映画を見よう。
みんなでおなかを抱えて笑おうか？
泣こうか？怒ろうか？楽しい映画がいいね。

７／26㈫10時～12時 大束公民館
８／４㈭10時～12時 本城  上篠原保育所
８／２㈫10時～12時 市木公民館
８／１㈪10時～12時 北方農村改善センター

3 習字で作品つくり
８／４㈭・５㈮
10時～12時 中央公民館

各10名／100円
夏休みの作品を書いてみよう。
塾に行っていない子大歓迎。

７／28㈭13時半～15時半
７／29㈮ 10時～12時 大束公民館 出品したい募集作品の文字を決めてきてね。

（１～２作品）

4 親子エンピツ教室 7／31㈰10時～12時 中央公民館 10名／無料 一生おつきあいする自分の名前、きれいに
書けるように練習しよう。

5 親子で木工教室 ８／６㈯９時半～12時 中央公民館 30組／524円
　　　　　　　　（保険料込）

串間の大工さん（たくみ）に教えてもらお
う。親子での参加になります。

6 編み竹工作 ８／19㈮14時～16時 中央公民館 30名／100円 竹を編んで壁掛けつくり。
7 陶　　芸 ８／18㈭13時半～15時半 中央公民館 20名／300円 自分だけのものを作ってみよう。
8 切り絵でうちわ作り ８／６㈯10時～12時 中央公民館 10名／250円 和紙をつかって、見ているだけで涼しげなうちわ作り。

9 ヨーヨーキルトで
フォトフレーム ７／27㈬10時～12時 中央公民館 20名／500円

（小３以上）
思い出の写真入れをヨーヨーキルトで飾ろう。
針を使います。簡単玉結びなども学べます。

10 手作りキーホルダー ８／18㈭10時～12時 中央公民館 10名／150円 プラ板に自由に絵を書いて、オーブンへ、
手作りキーホルダーのできあがり。

11 館長と一緒にフライングディスクで遊ぼう
８／２・９・16・23㈫
13時半～ 15時 大束公民館 30名／96円

　　　　　　　　（保険料）
フライングディスクを楽しもう。
いろいろな遊び方を教えます。

12 大束！探検隊 ７／25㈪9時～11時半 大束公民館 15名／24円
　　　　　　　　（保険料）

串間のヒミツを探検してみよう。バスでお
出かけ。主に大束方面の史跡を見学します。

13 ひろみさんの折り紙教室 ８／２㈫10時～12時 大束公民館 30名／100円 鶴は折れますか？和紙を使って連鶴を折ります。

14 ひろみさんの
和紙人形作り ８／９㈫10時～12時 大束公民館 30名／300円 きれいな和紙を使って人形作り！！部屋に飾っ

たり、大切な人への贈り物に。
15 感動！楽しい絵手紙 ８／８㈪13時～15時 大束公民館 10名／100円 絵は、下手な方がいい！！大人の方と一緒に学びます。

16 ピカチュウ・キティ
ちゃんの小物入れ ７／30㈯13時～15時 本城公民館 15名／300円 紙（クラフトテープ）でピカチュウ・キティ

ちゃんの小物入れを作ります。

17 リーフペイントの
小物入れ ８／20㈯13時半～15時半 本城公民館 10名／500円 葉っぱや花、野菜がそのまま柄になります。

バッグか巾着を作ります。
18 手話で遊ぼう ７／29㈮13時～15時 市木公民館 15名／無料 簡単な手話を学んで楽しいゲームをします。

19 警察官ってどんな
仕事をするのかな？ ７／28㈭９時半～11時 市木公民館 20名／24円

　　　　　　　　（保険料）
市木からマイクロバスに乗って串間警察署
の施設、仕事、車両を見学します。

　毎年、小中学生を対象に、夏休み期間中に開催している「チャレンジ講座」を今年も開催します。本年も楽
しい講座がたくさんあります。また、宮崎大学に協力いただき、昨年に続き「宮崎大学工学部科学祭りin串間
2016」を開催します。ぜひご参加ください。

実験1 おもしろ科学実験にチャレンジ ８／26㈮13時～16時 中央公民館 40名／24円
　　　　　　　　（保険料）

いろいろなテーマの楽しい実験や「ものづ
くり」に挑戦しよう！

宮崎大学工学部 科学祭り in 串間 2016

●�申込方法＝中央公民館および地区公民館に直接申し込んでください。参加費は事前徴収です。
●申込・問い合わせ先＝中央公民館 ☎72－1846　 大束公民館 ☎71－2011 　本城公民館 ☎71－3011
　　　　　　　　　　　市木公民館 ☎71－5011　 都井基幹集落センター ☎76－1201
●申込期限＝７月20日（水）　※定員になり次第締め切らせていただきます。

平成28年度夏休みチャレンジ講座参加者募集障がい者への補助制度をご活用ください
身
体
障
害
者
タ
ク
シ
ー
等 

利
用
料
金
助
成

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
の

日
常
生
活
の
利
便
を
図
る
た
め
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○�

内
容
＝
利
用
券
１
枚
に
つ
き
、
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
小
型
車
初
乗
り
料
金
分

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
利
用
券
の

使
用
は
１
回
乗
車
に
つ
き
１
枚
で
す
。

○�

交
付
方
法
＝
１
人
に
つ
き
年
度
あ
た

り
24
枚
を
交
付

※�

上
半
期
（
４
月
～
９
月
分
）
を
期
間

内
に
12
枚
、
下
半
期
（
10
月
～
翌
年

３
月
分
）
を
期
間
内
に
12
枚
交
付

障
害
者
住
宅
改
造
助
成
事
業

　

在
宅
の
障
が
い
者（
児
）（
手
帳
の
等

級
制
限
あ
り
）
の
い
る
世
帯
に
対
し
、

そ
の
住
宅
を
居
住
に
適
す
る
よ
う
改
造

す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
、

自
立
し
た
生
活
の
維
持
・
促
進
お
よ
び

介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
築
や
家
屋
の
基
本
的
構

造
を
変
え
る
よ
う
な
大
規
模
な
内
容
の

場
合
は
助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
老
朽
化
に
伴
う
修
理
や
修
繕
が

目
的
の
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

内
容
＝
居
住
家
屋
で
既
存
の
浴
室
、

便
所
、
玄
関
、
台
所
、
廊
下
な
ど
に

つ
い
て
、
対
象
者
の
負
担
軽
減
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
部
分
。

※�

上
限
は
20
万
円
で
す
が
、
生
計
中
心

者
の
所
得
状
況
に
よ
り
全
額
助
成
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
介
護
手
当

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
65
歳
未
満
の

重
度
心
身
障
が
い
者
と
同
居
す
る
家
族

で
、
こ
の
方
を
介
護
す
る
方
を
対
象
に

月
額
５
，
０
０
０
円
（
半
年
に
１
回
支

給
）
の
介
護
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

未
就
学
児
こ
と
ば
の
教
室

　

こ
と
ば
の
発
達
の
た
め
の
訓
練
指
導

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
原

則
的
に
市
内
に
居
住
す
る
未
就
学
児
で
、

こ
と
ば
の
発
達
に
遅
れ
が
あ
っ
た
り
、

正
し
い
発
音
が
で
き
な
い
な
ど
、
こ
と

ば
に
関
す
る
こ
と
で
心
配
ご
と
の
あ
る

児
童
で
す
。

○�

日
程
＝
原
則
毎
週
水
曜
日（
祝
日
を

除
く
）

○�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○�

指
導
時
間
＝
１
回
40
分
（
開
始
時
刻

は
調
整
に
よ
り
決
定
）

※�

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
申
込
手

続
き
が
必
要
で
す
。

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児 

補
聴
器
購
入
費
等
助
成
事
業

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
に
対
し
、

言
語
お
よ
び
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る

た
め
補
聴
器
の
購
入
費
用
な
ど
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
、
知
的
、
精
神
の
い
ず
れ
か
に

中
等
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
、
ま
た

は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
障
が
い
の

程
度
は
原
則
と
し
て
医
師
の
診
断
書
に

よ
り
判
定
さ
れ
ま
す
が
、
障
害
者
手
帳

の
障
が
い
部
位
・
程
度
に
よ
り
診
断
書
の

提
出
が
省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○�

支
給
要
件
＝
対
象
者
児
童
が
一
定
の

障
が
い
状
態
に
あ
る
こ
と
（
診
断
書

な
ど
に
よ
り
県
が
認
定
）。
対
象
児

童
が
20
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。
児
童

が
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
こ

と
。
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
父
母
、

養
育
者
の
前
年
所
得
が
基
準
額
以
内

で
あ
る
こ
と
な
ど
。

○�

手
当
額
＝
１
級
（
重
度
）
月
額
５ 

１
，

５
０
０
円
、
２
級
（
中
等
度
）
月
額

３ 

４
，
３
０
０
円

特
別
障
害
者
手
当

　

重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
で
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
手
当
額
＝
２ 

６
，
８
３
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
で
、
20
歳
未
満
の
児
童
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

〇
手
当
額
＝
１ 

４
，
６
０
０
円

宮
崎
県 
お
も
い
や
り
駐
車
場
制
度

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
、
妊

産
婦
な
ど
歩
行
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

方
に
対
し
て
、「
お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の

利
用
証
を
利
用
し
、
提
携
し
た
商
業
施

設
、
病
院
、
銀
行
、
官
公
庁
な
ど
公
共

的
施
設
で
優
先
し
て
駐
車
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
対
象
者
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○�

対
象
者
＝
各
種
障
が
い
者
手
帳
所
持

者
、
高
齢
者
、
難
病
患
者
、
妊
産
婦
、

け
が
に
よ
り
つ
え
な
ど
を
使
用
す
る

方
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里 

利
用
助
成

　

障
害
者
手
帳
（
身
体
、
知
的
、
精
神

を
問
い
ま
せ
ん
）
を
お
持
ち
の
方
に
対

し
、
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
を
利
用
す

る
際
に
使
用
で
き
る
利
用
者
カ
ー
ド
を

交
付
し
ま
す
。

〇�

助
成
額
＝
１
人
１
回
に
つ
き
２
５
０
円

で
、
助
成
の
上
限
は
年
間
で
36
回
分

各
種
制
度
で
支
給
条
件
が
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～障がい者を支援するための各種制度などをご紹介します～

　
す
べ
て
の
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
事
務
所
自
立
支
援
係

☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５

０
２
、
５
０
３
、
５
０
４
）



健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

　
串
間
市
民
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
串
間

市
民
病
院
の
総
合
診
療
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま

す
䅏
田
一
旭
と
申
し
ま
す
。
こ
の
た
び
広
報
く

し
ま
に
寄
稿
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
ま
ず
は
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
出
身
地
は
東
京
都
世
田
谷
区
で
、
平
成
26
年

に
宮
崎
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
。
卒
業

後
は
、
宮
崎
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
２
年
間

の
初
期
臨
床
研
修
を
行
い
、
初
期
研
修
中
の
平

成
28
年
２
月
よ
り
２
カ
月
の
間
、
串
間
市
民
病

院
に
勤
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
６
年
間
の
大
学
生
活
と
２
年
間
の
初
期
研
修

生
活
の
計
８
年
間
を
通
じ
て
、
宮
崎
の
医
療
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
が
募
り
、
今
年
の
４

月
よ
り
県
立
日
南
病
院
の
総
合
診
療
科
研
修
に

進
み
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
で
串
間
市
民
病

院
に
再
び
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
東
京
出
身
で
す
が
、
現
在
で
は
串

間
の
温
暖
な
気
候
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か

さ
に
感
謝
し
な
が
ら
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
総
合
診
療
医
と
し

て
は
駆
け
出
し
の
身
で
す
の
で
、
ど
れ
だ
け
貢

献
で
き
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
微
力

で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

何
種
類
の
お
薬
を
飲
ん
で
い
ま
す
か
？

　
さ
て
、
皆
さ
ま
は
定
期
的
に
飲
ん
で
い
る
お

薬
が
あ
り
ま
す
か
。
怪
我
を
し
て
し
ま
っ
た
時

や
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
だ
け
病
院
に
来
る
方
は
、

お
薬
を
飲
む
習
慣
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
方

で
定
期
的
に
外
来
に
通
院
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
の
中
に
は
、
薬
を
毎
日
飲
む
習
慣
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
か
ら
お
話
す
る
こ

と
は
、
お
薬
を
飲
む
習
慣
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
う
で
な
い
方
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
お
薬
の
話
で
す
。

　
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
最
近
雑
誌
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
少
し
話
題
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
日
本
語
で
は
「
多
剤

服
用
」
と
訳
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
簡
単
に
言
え

ば
、
と
て
も
た
く
さ
ん
の
種
類
の
お
薬
を
飲
ん

で
い
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
明
確
な
基
準
は
な

い
の
で
す
が
５
～
６
種
類
以
上
の
お
薬
を
飲
ん

で
い
る
場
合
に
当
て
は
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
お
薬
を

飲
む
こ
と
の
問
題
点

　
一
つ
ひ
と
つ
の
お
薬
で
は
問
題
が
な
く
て
も
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
お
薬
を
い
っ
ぺ
ん
に
飲
む

と
、
お
薬
同
士
が
影
響
し
合
い
、
お
薬
の
本
来

の
効
果
と
は
違
う
、
思
い
が
け
な
い
よ
う
な
悪

い
影
響
を
体
に
及
ぼ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
お
薬
の
種
類
が
増
え
る
に
つ
れ

て
、
お
薬
の
飲
み
方
が
複
雑
に
な
っ
て
し
ま
い
、

本
来
の
飲
み
方
と
は
違
う
よ
う
な
飲
み
方
で
飲

ん
で
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
お
薬
は
、

正
し
い
量
を
正
し
い
飲
み
方
で
飲
ん
だ
時
に
一

番
の
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
へ
の

取
り
組
み

　
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
解
決
策
は
、
飲
む
必

要
の
な
い
お
薬
は
し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
に

中
止
し
、
漫
然
と
飲
み
続
け
な
い
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
招
く
原
因
の
一

つ
に
、
お
薬
を
出
す
医
者
の
責
任
が
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
反
省
し
、
一
部
の
地
域
で
は
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
外
来
＝
お
薬
相
談
外
来
と
い
う
も
の
が

開
設
さ
れ
、
患
者
さ
ま
と
一
緒
に
飲
ん
で
い
る

お
薬
の
整
理
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

患
者
さ
ま
の
意
識
改
革
も
必
要
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
飲
む
お
薬
に
つ
い
て
、
こ
の

薬
は
何
の
薬
だ
ろ
う
か
、
な
ぜ
こ
の
薬
が
私
に

必
要
な
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
お
薬
は
飲
み
続
け

る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
少
し
で
も
興

味
や
疑
問
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
も
し
、
お
薬
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
興
味
や
疑
問
を
き
っ
か
け
に
飲
ん
で
い
る
お

薬
に
つ
い
て
一
緒
に
整
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
お
薬

を
も
っ
と
意
味
を
持
っ
て
飲
め
る
よ
う
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
後
に
、
先
ほ
ど
ポ
リ
フ

ァ
ー
マ
シ
ー
を
５
～
６
種
類
以
上
の
薬
を
飲
む

場
合
と
述
べ
ま
し
た
が
、
数
だ
け
で
判
断
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
の
た
め
に
た

く
さ
ん
の
お
薬
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

自
己
紹
介

壮行式の様子

バレーボール
男子２部
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著：串間市民病院 総合診療科
䅏田 一旭 Ikki Nokita

　

６
月
４
・
５
日
、
県
民
総
参
加

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
み
や
ざ

き
県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
宮
崎

市
の
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
県
総
合
運
動
公
園
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
み
や
ざ
き
県
民
総
合
ス

ポ
ー
ツ
祭
に
は
、
串
間
市
か
ら
競

技
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
に

20
競
技
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
１
部
・
２
部
、

弓
道
女
子
個
人
で
田
上
美
和
子
さ

ん
、
陸
上
女
子
砲
丸
投
げ
で
矢
通

幸
子
さ
ん
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

他
に
も
入
賞
者
が
多
数
出
る
な
ど
、

多
く
の
出
場
選
手
が
健
闘
を
見
せ

ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
は
軟
式
野
球
な
ど

７
月
に
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
み
や
ざ
き
県
民
総
合

ス
ポ
ー
ツ
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

串
間
市
か
ら
20
競
技
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た

競
技
の
部
（
優
勝
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部（
優
勝
）

バレーボール
男子１部

陸上女子
砲丸投げ（2.7キロ）
65歳以上

矢
や

通
どおり

 幸
さち

子
こ

さん

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
男
子

・
13
・
５
メ
ー
ト
ル
50
歳
代

・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
50
歳
代

加か

藤と
う 

一か
ず

徳の
り

さ
ん

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
女
子

・
13・
５
メ
ー
ト
ル
70
歳
代

・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
70
歳
以
上

川か
わ

野の 

公き
み

子こ

さ
ん

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
女
子

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
７
メ
ー
ト
ル

49
歳
以
下

林は
や
し　

 

温あ
つ

実み

さ
ん

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
男
子

・
13
・
５
メ
ー
ト
ル
60
歳
代

・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
60
歳
代

松ま
つ

田だ 

富と
み

夫お

さ
ん

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
女
子

10
メ
ー
ト
ル
70
歳
以
上

松ま
つ

井い 

多た

恵え

子こ

さ
ん

弓道女子個人

田
た

上
が み

 美
み

和
わ

子
こ

さん



本図書館

交流員レポート

第10代国際交流員
ジョンの

日本体験記
This month's expression今月の表現

串間市立
[Book]

◆◇◆ 今月の新刊 PICK UP ◆◇◆

●串間市立図書館☎ 72－1177 ●開館＝午前10時〜午後６時●休館日＝毎週月曜日 http://www.kushima-lib.jp/
≪各自治会・施設・団体を対象にした移動図書館の巡回先を募集中≫

移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

イベント情報

７月30日（土） 午前1
0時半～11時半

図書館２Ｆ会議室
　世界に一つだけ！
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は図書館まで！
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冬
の
寒
さ
か
ら
暖
か
い
天
気
に
慣

れ
た
と
思
っ
た
ら
、
梅
雨
の
季
節
に

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
僕
は
初
め

て
日
本
の
梅
雨
を
経
験
し
ま
す
。
今

ま
で
梅
雨
の
時
期
に
滞
在
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
が
や
は
り
と
っ
て
も
大
変

で
す
ね
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
雨
が
降
る

し
、
湿
気
は
大
変
だ
し
、
秋
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

　

６
月
中
旬
に
串
間
で
国
際
交
流
員

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
ゲ
ー
ム
ナ
イ
ト
。
ア
メ
リ

カ
や
外
国
で
人
気
の
ゲ
ー
ム
を
串
間

と
日
南
の
み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
み
、

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と
ト
ラ

ン
プ
を
使
う
ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
合
計
30
人
で
、
日
南

市
役
所
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
３
人
、
串
間
市

の
学
生
、
国
際
交
流
員
２
人
も
い
た

の
で
本
当
に
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。
僕
が
紹
介
し
た
ゲ
ー

ム
は「C

ク

ル

ー
lue

」
と
い
う
名
探
偵
ゲ
ー

ム
で
し
た
。
小
さ
い
頃
に
何
回
も

や
っ
て
い
た
の
で
懐
か
し
く
思
い
ま

し
た
。
お
い
し
い
ア
ル
ポ
ル
ト
の

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を
食
べ
な
が
ら
の
イ

ベ
ン
ト
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

後
は
、
二
次
会
・
三
次
会
も
あ
り
大

成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
６
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
自

分
が
企
画
し
た
最
後
の
国
際
交
流
イ

ベ
ン
ト
。
７
月
末
で
串
間
市
役
所
の

国
際
交
流
員
と
し
て
の
仕
事
が
終
了

に
な
り
ま
す
。
国
際
交
流
員
の
仕
事

が
終
わ
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は

り
、
日
本
に
住
め
ば
住
む
ほ
ど
も
っ

と
長
く
日
本
で
働
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
１
カ
月
後
仕
事
が
終
わ
る
の
で
、

そ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
交
流
し
ま
し
ょ

う
！

盛り上がっている串間・日南のみんな！

簡単
Piece of Cake
試験は簡単だった。

The test was a piece of cake.
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

京都・高野路殺人事件（梓 林太郎）
横浜１９６３（伊東　潤）
掟上今日子の婚姻届（西尾 維新）
高山本線の昼と夜（西村 京太郎）
遊園地に行こう！（真保 裕一）
三の隣は五号室（長嶋 有）
どこかでベートーヴェン（中山 七里）
シスト（初瀬 礼）
悪母（春口 裕子）

たまちゃんのおつかい便（森沢 明夫）
ちちんぷいぷい（松山 巌）
疾
はし

れ、新蔵（志水 辰夫）
ポーラースター（海堂 尊）
選ばれし壊れ屋たち（鹿島田 真希）
縁は異なもの（松井 今朝子）
世界の不思議な図書館（アレックス・ジョンソン）
子どもの心に本をとどける30のアニマシオン（岩辺 泰吏）
18歳選挙権ガイドブック（川上 和久）

　お祭りや運動会でもよく使われ、日
本の伝統文化と深いかかわりのある和
太鼓。その歴史・つくりなどを写真や
イラストで詳しく紹介する。基本的な
打ち方や楽譜の読み方も掲載。

　いろいろな実験や、植物や生物の観
察、そのほか身近な材料で作れる工作
の本など 、夏休みの宿題・自由研究
にとても役立つ本を集めています。

「
自
由
研
究
」

「
岳
飛
伝
十
七

　
星
斗
の
章
」

　
北
方 

謙
三
／
著

「�

和
太
鼓
の
ひ
み
つ
」

　
小
野 

美
枝
子
／
監
修

　岳飛と秦容は、南宋の程雲との最後
の戦いに挑み、さらに呼延凌らと合流
して、金国との一大決戦を目指す。兀
朮との闘いで重傷を負った史進の生死
は？大水滸伝シリーズ完結、感動の最
終巻。

知
[Pension]

育
[childcare]

年
金

７
月
は
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
の

所
得
状
況
届
提
出
月
で
す

　
「（
20
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
）
障
害
基
礎

年
金
（
年
金
コ
ー
ド
６
３
５
０
ま
た
は
２

６
５
０
）」
を
受
給
中
の
方
は
、
所
得
制

限
を
超
え
て
い
な
い
か
確
認
を
行
う
た
め
、

所
得
状
況
の
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
所
得
状
況
届
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
は
７
月
末

日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
お
早
め
の
提
出

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
郵
送
で
の

提
出
も
可
能
で
す
。
所
得
の
確
認
が
で
き

な
い
と
支
給
停
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
市
民
税
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
般
免
除
申
請

受
付
は
７
月
か
ら
で
す

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳
未

満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
承
認
に
つ
い
て
は
前
年
の
所
得
に

よ
っ
て
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
税
の

申
告
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険

料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
付
は
平

成
28
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成

28
年
７
月
か
ら
平
成
29
年
６
月
ま
で
の
期

間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

　

な
お
、
過
去
の
分
に
つ
い
て
も
、
申
請

時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の

期
間
に
未
納
の
あ
る
方
は
併
せ
て
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
役
所
ま
た
は
都
城
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　
☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

発
達
凸
凹
の

子
ど
も
た
ち

発
達
凸
凹
を
抱
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
の
未
来

　
５
月
号
で
子
ど
も
の
発
達
の
進
み
方

に
生
ま
れ
つ
き
凸
凹
（
デ
コ
ボ
コ
）
が
あ

る
こ
と
で
、
苦
手
な
こ
と
が
増
え
、
生
活

し
て
い
く
う
え
で
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

『
発
達
障
が
い
』
と
説
明
し
ま
し
た
。
で

は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

発
達
障
が
い
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
た

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
の
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ

は
、
文
字
を
読
む
こ
と
が
苦
手
で
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
「
ｂ
」
と
「
ｄ
」、「
ｐ
」
と
「
ｑ
」

の
区
別
が
で
き
ず
読
解
が
困
難
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
今
で
も
台
本
を
読
む
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
台
詞
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん

で
も
ら
い
、
耳
か
ら
入
る
情
報
か
ら
覚
え

て
い
る
と
か
。
こ
れ
は
「
難
読
症
」
と
い

う
発
達
障
が
い
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

発
達
凸
凹
の
子
ど
も
た
ち
が
持
つ
他
の

特
性
と
し
て
、

・
落
ち
着
き
が
な
く
注
意
力
散
漫

・
友
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い

・
空
気
が
読
め
な
い

・
融
通
が
利
か
な
い

・
こ
だ
わ
り
が
強
い

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
発
達
凸
凹
の
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
苦
手

な
能
力
、
優
れ
た
能
力
、
そ
の
度
合
い
も

一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。

　

一
見
、「
将
来
が
心
配
」
と
思
わ
れ
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
発
達
凸

凹
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
方
は
、

ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
能
力
に
凸
凹
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
能
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
何
が
優
れ

て
い
て
、
何
が
難
し
い
の
か
を
本
人
も
周

囲
も
理
解
し
、
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と

な
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
や

不
安
が
軽
減
さ
れ
、
さ
ら
に
本
人
の
優
れ

た
能
力
が
発
揮
さ
れ
れ
ば
、
十
分
自
立
し

た
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所
子
育
て

支
援
係
☎
72

－

０
３
３
３



今月の
テーマ

お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

●�

申
込
締
切
＝
定
員
15
名
に
な
り

次
第
締
切

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療

介
護
課
健
康
増
進
係
☎
72

－

０�

３
３
３

日
南
看
護
専
門
学
校 

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す

　

看
護
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て

い
る
高
校
生
や
社
会
人
の
方
を
対

象
と
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
学
校
見
学
・
説
明
会
）
を
実
施

し
ま
す
。
詳
細
は
同
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
７
月
31
日
（
日
）
・
８

月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～
12

時
20
分

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南�

看
護
専
門
学
校
☎
23

－

１
８
８�

３
平
成
28
年
度
下
水
道
排
水 

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
の 

実
施
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
責
任
技
術
者
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
試
験
の

詳
細
は
、
上
下
水
道
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

試
験
日
＝
11
月
13
日
（
日
）
午

後
２
時
～
４
時

●�

場
所
＝
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ

●�

受
験
料
＝
５
，
０
０
０
円

●�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
場
所
＝

串
間
市
役
所
上
下
水
道
課

●�

配
布
期
間
＝
７
月
１
日
（
金
）

～
７
月
15
日
（
金
）

●�

受
付
期
間
＝
７
月
19
日
（
火
）

～
７
月
29
日
（
金
） 

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
上
下

水
道
課
☎
72

－

１
３
５
５

市
民
ま
ち
づ
く
り
講
座
に 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
民
ま
ち
づ
く
り
講
座
「
身
の

ま
わ
り
の
歴
史
を
知
る
方
法
」
を

開
催
し
ま
す
。

●�

講
師
＝
串
間
郷
土
史
家　

田
中

靖
基
氏

●�

場
所
＝
串
間
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
研
修
室

●�

日
時
＝
７
月
13
日
（
水
）
午
後

２
時
～
４
時

●�

定
員
＝
50
名

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
く
し

ま
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
☎

27

－

３
０
７
５

平
成
28
年
度 

就
業
支
援 

講
習
会
受
講
生
募
集

●�

対
象
者
＝
県
内
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
母
、
父
お
よ
び
寡
婦
の
方

●�

講
座
内
容
＝
医
療
事
務
講
習
会

●�

場
所
＝
日
南
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

●�

期
間
＝
９
月
２
日
～
11
月
14
日

（
月
・
水
・
金
）
午
後
６
時
半

～
８
時
半

●�

受
講
料
＝
無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
は
受
講
者
負
担
）

●�

必
要
書
類
＝
平
成
28
年
度
就
業

支
援
講
習
会
受
講
申
込
書
（
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
子
ど
も
政
策
係

に
あ
り
ま
す
）、
児
童
扶
養
手

当
証
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
写
し

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
崎
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
☎
０
９
８
５

－
22

－
４
６
９
６

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所 

「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
」
の
ご
案
内

●�

採
用
人
数
＝
５
人

●�

応
募
資
格
＝
療
育
手
帳
、
精
神

保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
、
企

業
な
ど
に
就
労
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
で
あ
っ
て
、
雇
用
契
約

に
基
づ
き
、
継
続
的
に
就
労
す

る
こ
と
が
可
能
な
65
歳
未
満
の

方
（
利
用
開
始
時
65
歳
未
満
の

方
）
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な

例
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①�

就
労
移
行
支
援
事
業
を
利
用
し

た
が
企
業
な
ど
の
雇
用
に
結
び

つ
か
な
か
っ
た
方

②�

特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し
て
就

職
活
動
を
行
っ
た
が
、
企
業
な
ど

の
雇
用
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
方

③�

企
業
な
ど
を
離
職
し
た
方
な
ど

就
労
経
験
の
あ
る
方
で
、
現
に

雇
用
関
係
が
な
い
方

●�

業
務
内
容
＝
施
設
清
掃
、
洗
濯
、

皿
洗
い
、
地
域
支
援
活
動

●�

保
険
＝
雇
用
保
険
あ
り

●�

勤
務
時
間
＝
原
則
、
月
～
金

（
月
８
日
休
み
の
た
め
土
曜
日

出
勤
有
）
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
４
時
間
）

※�

た
だ
し
、
業
務
都
合
に
よ
り
時

間
変
更
有
り

●�

現
場
実
習
＝
１
週
間
程
度
体
験

で
き
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
事
業
所
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
☎
72

－

３
７
８
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
疲
れ
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健
康

に
関
し
て
専
門
医
に
よ
る
個
別
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
７
月
28
日
（
木
）
午
後

１
時
半
～
３
時
半

●�

場
所
＝
日
南
保
健
所
相
談
室

●�

相
談
方
法
＝
専
門
医
に
よ
る
個

別
相
談
（
ご
家
族
や
支
援
者
か

ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。）

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●�

費
用
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
相
談
日
前
日
の
午

前
中
ま
で
に
電
話
に
て
申
込

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南

保
健
所
健
康
づ
く
り
課
☎
23

－

３
１
４
１

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
８
月
７
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①
行
政
相
談
＝
７
月
25
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②
法
律
相
談
＝
７
月
11
日（
月
）

　

�

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
２

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

無
料
相
談

ごみの分別を正しくしましょう

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル 

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
以
下

の
日
程
に
て
、
こ
れ
ま
で
説
明
会

に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象

に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説

明
会
は
１
時
間
程
度
を
予
定
し
て

お
り
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
・
場
所
・
対
象
地
区

▽
７
月
16
日
（
土
）
午
後
７
時
～

　

中
央
公
民
館
（
福
島
地
区
）

▽
７
月
30
日
（
土
）
午
後
７
時
～

　

大
束
公
民
館
（
大
束
地
区
）

　

�

都
井
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
（
都

井
地
区
）

▽
８
月
６
日
（
土
）
午
後
７
時
～

　

市
木
公
民
館
（
市
木
地
区
）

▽
８
月
20
日
（
土
）
午
後
7
時
～

　

本
城
公
民
館
（
本
城
地
区
）

　

�

北
方
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
北
方
地
区
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
☎
内
線
２
５
４

重
度
心
身
障
害
者（
児
） 

医
療
費
受
給
資
格
者
証
の 

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療

費
受
給
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
有
効
期
限
が
７
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
受
給
資
格
の
あ
る
方
で

受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
方
も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
者

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級

の
交
付
を
受
け
た
方

②�

療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
た

方
③�

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育

手
帳
Ｂ

－

１
両
方
の
交
付
を
受

け
た
方

※�

所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、
所
得

状
況
に
よ
っ
て
は
該
当
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

更
新
手
続
期
間
＝
８
月
１
日

（
月
）
～
８
月
31
日
（
水
）

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●�

受
付
場
所
＝
福
祉
事
務
所
自
立

支
援
係
（
串
間
市
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
①
番
窓
口
）

●�

必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
認
め
可
）

②�

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳

③
健
康
保
険
証

④
現
在
お
持
ち
の
受
給
資
格
者
証

※�

た
だ
し
、
平
成
28
年
１
月
１
日

現
在
の
住
所
が
市
外
に
あ
っ
た

場
合
の
み
、
本
人
ま
た
は
扶
養

義
務
者
の
所
得
証
明
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所�

自
立
支
援
係
☎
72

－

０
３
３
３

（
内
線
５
０
３
）

串
間
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進 

協
議
会
総
会
を
開
催
し
ま
す

　

同
協
議
会
は
、
串
間
の
豊
か
な

地
域
資
源
を
生
か
し
た
感
動
体
験

を
通
し
て
、
串
間
フ
ァ
ン
を
育
て

る
こ
と
で
、
地
域
の
元
気
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
状
況
の
報

告
や
、
来
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

を
決
め
る
会
議
の
様
子
は
、
一
般

に
公
開
さ
れ
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
傍
聴
希
望
の
方
は
、
開

会
の
15
分
前
ま
で
に
、
会
場
入
口

に
て
受
付
が
必
要
で
す
。

●�

日
時
＝
７
月
８
日
（
金
）
午
後

５
時
開
会

●�

場
所
＝
ホ
テ
ル
中
村
荘
会
議
室

●�

定
員
＝
10
名
（
申
込
先
着
順
で

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

事
務
局
（
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
推
進
課
内
）
☎
内
線

２
６
９

市
町
村
振
興
宝
く
じ 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
都
道
府

県
を
通
じ
て
各
市
町
村
振
興
協
会

へ
交
付
さ
れ
、
市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。

●�

発
売
期
間
＝
７
月
６
日
（
水
）

～
７
月
29
日
（
金
）

●�

抽
選
日
＝
８
月
９
日
（
火
）

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】

・
１
等　
　
　

５
億
円
×
23
本

・
前
後
賞
各　

１
億
円
×
46
本

（�

発
売
総
額
６
９
０
億
円
23
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
）

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

７
０
０
０
万
円
】

・
１
等

　

７
，
０
０
０
万
円
×
１
２
０
本

（�

発
売
総
額
３
６
０
億
円
12
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
）

●�
問
い
合
わ
せ
先
＝
（
公
財
）
宮

崎
県
市
町
村
振
興
協
会
企
画
課

☎
０
９
８
５

－

31

－

９
５
９
０

こ
と
ぶ
き
学
園
生
主
催
の 

公
開
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

こ
と
ぶ
き
学
園
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
・
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
戦
争
に
ま
つ
わ
る
公
開
講

座
を
行
い
ま
す
。

●�

講
座
テ
ー
マ

　

昭
和
20
年

　

～
「
戦
争
の
記
憶
」
～

●�

日
時
＝
８
月
19
日
（
金
）
午
前

10
時
～
11
時
半

●�

場
所
＝
中
央
公
民
館
２
階

●�

参
加
費
＝
無
料

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
中
央

公
民
館
☎
72

－

１
８
４
６
、
生

涯
学
習
課
☎
内
線
３
７
９

Kushim
enʼs

キ
ッ
チ
ン 

男
性
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
キ
ャ
ン

プ
ご
飯
☆
』。
キ
ャ
ン
プ
で
は
も

ち
ろ
ん
、
お
う
ち
で
作
っ
て
も
お

い
し
い
料
理
を
作
り
ま
す
。
今
回

は
初
の
土
曜
日
開
催
で
す
。

●�

日
時
＝
８
月
６
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
調
理
室

●�

参
加
費
＝
無
料
（
エ
プ
ロ
ン
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

募
　
集
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じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

●�日時＝10月９日（日）午後３時半～７
時半（点火は午後５時半）
※雨天の場合は10月10日に延期
●�会場＝串間市総合運動公園(陸上競技場
入り口～展望台)
※開催にあたり、市民の皆さんに以下の
ご協力をお願いいたします。
〇�廃油キャンドル作りの材料などの提供

をお願いします。
・�卵の殻（尖った方を割って残り３分の
２ほどを洗って乾かしたもの）
・�廃油（植物性の食用油。賞味期限切れも可）
・�卵のパック
※�市役所の市民生活課生活環境係にお預
けください。

〇�実行委員としてキャンドル作りや当日
の設営などにボランティア参加いただ
ける方を募集します。

〇�各種団体・個人のキャンドルアートの展
示ブースに出展される方を募集します。
　そのほか、どんなことでもお手伝いい
ただける方は、事務局までご連絡ください。
●�問い合わせ先
　市民生活課生活環境係☎内線253
　事務局（河野）☎090-1199-5496

市
民
発
！
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
く
し
ま
２
０
１
６

第
26
回
串
間
市
消
防
操
法
大
会

渚
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

親
子
リ
ズ
ム
体
操

　第26回串間市消防操法大会を開催します。
各分団代表６チームが出場し、小型ポンプ
積載車操法の正確さとスピードを競います。
　競技は１チーム４名編成でポンプから
ホースを伸ばして放水し、標的を倒す競技
です。選手にとりましても地域の皆さまの
応援が励みになりますので、当日は多数の
ご観覧と応援をお待ちしています。
●�日時＝７月17日（日）午前９時～
※�小雨決行。大雨などの場合は７月24日
（日）に延期
●場所＝串間市消防署訓練場
●�問い合わせ先＝串間市消防本部☎72-4151

　高松海水浴場にて、雄大なサンセットをバッ
クに、波の音を聞きながらベリーダンスや歌
などを楽しみましょう！　入場無料です！
●�日時＝７月30日（土）午後５時～８時
●場所＝高松海水浴場
●�内容＝ライブ、ベリーダンス、太鼓など
（予定）

　南さくら幼保連携型認定こども園で親子
リズム体操教室が開催されました。乳幼児
と母親22組がリズムに合わせて、運動と
スキンシップを楽しみました。

人
類
の
変
化

●
河
野
浩
泰
さ
ん

　

あ
る
生
物
学
者
達
の
書
物
な
ど

や
テ
レ
ビ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
心
）
の
放

送
に
よ
る
と
、
日
本
人
に
関
し
て 

い
う
な
ら
ば
紀
元
前
の
縄
文
時
代

の
頃
の
日
本
人
（
人
類
）
の
『
顔
』

が
、
現
代
と
違
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

今
の
現
代
人
の
顔
は
下
あ
ご
が

細
い
の
が
多
い
ら
し
い
。
縄
文
時

代
の
日
本
人
の
顔
の
下
あ
ご
は
今

よ
り
太
か
っ
た
と
の
事
。
何
故

か
？
そ
れ
は
、
食
生
活
に
起
因
す

る
。
今
は
や
わ
ら
か
い
食
品
、
食

事
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、

縄
文
時
代
の
日
本
人
は
ク
ル
ミ
、

貝
、
魚
、
動
物
な
ど
を
少
し
ボ
イ

ル
し
て
、
と
に
か
く
咀
嚼
、
か
み

砕
く
回
数
が
多
か
っ
た
ら
し
い
。

だ
が
今
は
、
咀
嚼
す
る
回
数
が
減 

っ
て
い
る
。
１
０
０
年
後
の
日
本

人
の
顔
は
ど
ん
な
形
か
な
。

　

今
の
美
男
美
女
は
顔
が
小
さ

か
っ
た
り
、
す
っ
き
り
と
し
た
顔

立
ち
が
特
徴
だ
っ
た
り
し
ま
す

が
、
時
代
が
違
う
と
流
行
が
変
わ

る
よ
う
に
、
四
角
っ
ぽ
い
顔
が
人

気
だ
っ
た
事
も
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

食
べ
る
時
に
咀
嚼
す
る
こ
と
は
、

健
康
に
も
良
い
み
た
い
な
の
で
心

掛
け
た
い
で
す
。

癌
は
初
期
で
う
ど
ま
か
せ

●
百
野
達
夫
さ
ん

　
『
人
は
癌
無
し
』
と
い
う
の
は

少
な
い
だ
ろ
う
。
な
い
の
が
良
い

に
決
ま
っ
て
い
る
が
、
対
峙
す
る

時
の
心
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境

や
生
活
、
貧
富
の
差
で
も
違
い
が

出
よ
う
。
病
の
難
点
は
体
内
に

入
っ
た
時
点
で
は
自
覚
症
状
を
現

さ
な
い
の
が
大
半
。
病
気
に
よ
っ

て
は
死
の
間
際
に
分
か
っ
て
家
族

中
が
大
慌
て
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ

る
。
日
頃
か
ら
健
康
管
理
に
留
意

し
た
い
。
無
頓
着
で
は
手
遅
れ
の

事
態
に
な
り
か
ね
る
。
私
は
癌
の

検
査
も
定
期
的
に
受
け
て
い
る
。

　

癌
と
い
う
名
を
頻
繁
に
聞
か
な

か
っ
た
昔
は
死
亡
者
が
少
な
か
っ

た
気
が
す
る
。
患
者
が
少
な
か
っ

た
わ
け
で
な
く
検
査
方
法
の
発
達

で
潜
在
患
者
を
飛
躍
的
に
見
つ
け

出
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

治
り
に
く
い
癌
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
に
早
期
発
見
摘
出
治
療
へ
と

対
策
を
進
め
て
き
た
事
に
間
違
い

な
い
。

　

体
に
は
自
信
が
あ
る
と
豪
語
し

て
み
て
も
、
い
つ
姿
な
し
の
病
原

菌
が
体
内
へ
侵
入
す
る
か
わ
か
ら

ぬ
だ
け
に
事
前
の
対
策
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
定
期
的
な
健
診
と
予
防

接
種
な
ど
を
取
り
入
れ
た
健
康
管

理
を
徹
底
し
よ
う
。
歳
を
重
ね
る

ほ
ど
に
重
要
な
転
ば
ぬ
先
の
杖
。

病
を
ど
か
し
な
が
ら
心
身
を
進
め

た
い
。

　
医
療
費
の
観
点
か
ら
み
て
も
、

早
期
発
見
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

病
気
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
、
薬
や

入
院
な
ど
の
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
定
期
健
診

な
ど
は
積
極
的
に
受
け
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

久
し
ぶ
り
の 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で 

気
づ
い
た
こ
と

●
黒
木
優
一
さ
ん

　

先
日
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
合
間

を
ぬ
っ
て
都
井
岬
の
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
約

７
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
が
、
館
内

ガ
イ
ド
さ
ん
の
分
か
り
や
す
い
説

明
で
、
御
崎
馬
の
歴
史
や
都
井
岬

に
も
『
扇
山
』
や
『
小
松
ヶ
丘
』
と

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
馬
同

士
の
住
み
分
け
、
双
方
の
テ
リ
ト

リ
ー
に
暗
黙
の
了
解
が
あ
る
こ
と

な
ど
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
分
、

新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
ガ
イ
ド
さ
ん
が
話
さ
れ

た
内
容
で
印
象
に
残
っ
た
の
が

『
太
平
洋
戦
争
で
元
々
数
百
頭
い

た
の
が
、
48
頭
ま
で
激
減
し
た
』

と
い
う
こ
と
。
改
め
て
平
和
に
つ

い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
貴
重
な

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　　

太
平
洋
戦
争
の
話
は
、
戦
争
と

い
う
も
の
が
人
間
だ
け
で
な
く
、

他
の
生
き
物
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

モ
ノ
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
改

め
て
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
重

要
な
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

大
好
き
な
串
間
へ
感
謝

●
リ
ナ
マ
マ
さ
ん

　

私
は
１
９
７
６
年
20
歳
の
時
、

熊
本
か
ら
都
井
岬
の
あ
る
串
間
に

憧
れ
、
今
の
主
人
の
嫁
さ
ん
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
で
40
年
の
記
念

日
を
二
人
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
主
人
は
私
の
心
の
貯
金

箱
で
す
。
宮
崎
と
熊
本
と
の
お
付

き
合
い
の
間
も
た
く
さ
ん
の
知
恵

で
私
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

都
井
岬
へ
主
人
と
ド
ラ
イ
ブ
す
る

と
、
初
め
て
会
っ
た
日
の
こ
と
を

よ
く
話
し
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
９
月
よ
り
主
人
は

病
気
と
戦
っ
て
い
ま
す
。
お
付
き

合
い
し
て
い
た
時
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
今
度
は
私
の
悪
い
頭
で
す

が
、
た
く
さ
ん
工
夫
を
考
え
て
今

日
か
ら
も
歩
い
て
い
き
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
人
と
の
巡
り
合
い
を
大

切
に
し
、
温
か
い
心
に
支
え
ら
れ

て
今
日
が
あ
る
こ
と
。
す
べ
て
に

感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
の
心

を
主
人
に
。

　
ご
主
人
へ
の
愛
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。『
す
べ
て
に
感
謝
し
ま

す
』と
い
う
言
葉
は
な
か
な
か
言

え
な
い
と
思
い
ま
す
。
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市民
憲章

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

森
と
海
の
あ
い
だ
、
市
木
に
暮
ら

し
始
め
て
、
も
う
す
ぐ
５
年
。
東
京

に
生
ま
れ
育
っ
た
わ
た
し
に
と
っ
て
、

子
ど
も
が
学
校
の
帰
り
道
に
、
山
で

ハ
ヤ
ト
ウ
リ
を
取
っ
て
き
て
サ
ラ
ダ

を
お
や
つ
に
し
た
り
、
友
だ
ち
に
教

わ
っ
て
夜
に
捕
っ
た
ヒ
ラ
メ
を
前
に

ム
ニ
エ
ル
作
り
を
教
え
た
り
、
と
い

う
の
は
全
く
新
鮮
な
経
験
で
し
た
。

地
域
の
自
然
と
つ
な
が
っ
た
文
化
。

子
ど
も
た
ち
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と

が
一
番
好
き
！

庭
で
は
地
蜂
を
飼
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
野
花
か
ら
蜜
を
集
め
る

日
本
ミ
ツ
バ
チ
は
生
態
系
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
。
地
域
の
新
聞
屋
で
猟
師

で
も
あ
る
井
上
さ
ん
に
教
え
て
い
た

だ
き
、
巣
箱
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

た
。
お
い
し
く
薬
に
も
な
る
蜜
を
お

裾
分
け
し
て
く
れ
る
蜂
家
族
に
、
人

間
に
も
で
き
る
お
も
て
な
し
を
し
な

く
ち
ゃ
と
、
花
の
種
を
ま
い
て
ま
す
。

旦
那
は
耕
作
放
棄
地
だ
っ
た
谷
を

開
墾
し
、
田
畑
を
作
り
ま
し
た
。
友

人
た
ち
が
次
々
そ
の
上
流
を
耕
し
始

め
、
住
ん
で
い
る
方
た
ち
は
、
風
が

抜
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
今
年
は
マ
マ
友
と
大
豆

の
種
ま
き
を
し
て
、
味
噌
を
仕
込
み

保
育
所
に
持
っ
て
い
こ
う
と
計
画
中
。

仲
間
と
手
入
れ
を
す
る
そ
の
奥
の
森

に
は
、
多
様
な
木
を
植
え
て
、
豊
か

な
森
に
す
る
の
が
夢
で
す
。

隣
の
加
藤
君
子
さ
ん
に
は
貝
や
カ

キ
の
採
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
向

か
い
の
畔
原
さ
ん
は
、
葛
で
自
転
車

を
作
っ
た
り
、
馬
で
木
を
運
ん
で
家

を
建
て
た
り
、
耕
作
し
た
り
、
海
岸

で
馬
と
遊
ん
だ
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
家
に
も
与
那
国
馬
が
き
て
、
子

ど
も
た
ち
が
乗
り
始
め
る
と
、
上
手

い
う
ま
い
と
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

我
が
家
に
は
、
よ
く
海
外
や
県
外

か
ら
お
客
さ
ん
が
き
ま
す
。
今
週
は
、

ア
メ
リ
カ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
５
人
の
お
客
さ
ん

と
着
物
に
着
替
え
て
市
木
神
社
へ
。

着
付
け
を
し
て
く
れ
た
、
日
本
舞
踊

の
先
生
で
も
あ
る
島
田
愛
子
さ
ん
は

季
節
に
よ
る
柄
や
素
材
の
こ
と
、
加

藤
美
保
さ
ん
は
歴
史
の
こ
と
を
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。
抹
茶
を
た
て
て

く
れ
た
宮
内
真
穂
さ
ん
は
、
余
白
と

い
う
陶
芸
の
工
房
を
し
て
い
て
、
旦

那
さ
ん
の
焼
い
た
お
椀
で
み
ん
な
を

お
も
て
な
し
！
幸
島
前
の
浜
で
一
緒

に
遊
び
、
こ
の
海
の
良
さ
を
伝
え
て

く
れ
て
い
た
谷
端
天
然
く
ん
は
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
サ
ー
フ
ァ
ー

の
子
ど
も
た
ち
と
、
サ
ー
フ
ィ
ン
へ
。

お
母
さ
ん
の
晶
子
さ
ん
は
、
地
区
に

子
ど
も
の
い
る
家
族
が
い
な
か
っ
た

こ
ろ
、
近
所
の
岩
折
神
社
に
、「
友

だ
ち
が
来
ま
す
よ
う
に
」
と
お
祈
り

し
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
ど
も
を
育
て
る
に
は
村
ひ
と
つ

必
要
だ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
わ
ざ

が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
は
で
き
な
い

こ
と
も
、
世
代
を
超
え
て
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
見
守
り
あ
う
。
そ

し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
好
き
な
こ
と

を
知
っ
て
い
る
範
囲
内
で
、
地
域
の

自
然
や
世
界
と
つ
な
が
る
子
ど
も
た

ち
を
応
援
し
て
い
け
た
ら
、
き
っ
と

串
間
は
日
本
一
す
て
き
な
地
域
。

毎
週
木
曜
日
、
市
木
の
海
で
子
ど

も
た
ち
と
『
海
の
こ
ど
も
か
い
？
』

と
い
う
自
主
保
育
と
放
課
後
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
や
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み

に
は
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
や
、
森
の
木

で
の
道
具
づ
く
り
教
室
も
。
市
内
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
に
き
て
く

れ
る
と
い
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

随  

想

「
森
と
海
の
あ
い
だ
の

　
宝
も
の
」

藤
ふじ

岡
おか
（渡

わた
邉
なべ

）  亜
あ

美
み

東京生まれ。大学ではエ
コツーリズムについて学び、
南米エクアドルとのフェア
トレード事業を立ち上げる。
森で育ったチョコレートの
企画輸入販売などを手が
ける。もうすぐ４児の母。
２０１１年に串間市に移住。

●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口  18,542人（前月比 -8人）
　男 8,643人　女  9,899人
　世帯数  7,910世帯（平成28年６月１日現在）

＊平成27年度国勢調査からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙
　本城干潟は面積約25ヘクタール。ほとんど昔のまま残っていて、
全国の干潟50選に選ばれています。干潟は、山から栄養素が流れて
きてカニや貝などの小さい
生き物を育てる働きや、長
い旅をする渡り鳥が休んだ
り、餌をとったりするとい
う大事な役割を持ち、人や
自然にとってなくてはなら
ないものです。児童たちも
干潟の魅力を学び、素晴ら
しさを体感したようです。

干潟を学び、楽しむ児童たち

最近暑すぎて今年もクーラーを解禁
してしまいました。たまに消し忘れ
て仕事へ行ってしまうことがあるの
ですが、しまったと思うのは帰宅し
て部屋に入った一瞬。帰ったら部屋
が冷えててラッキーなんて思っちゃ
います。エコには遠い存在です（イ）

ジメジメした梅雨も終わり、ついに
夏がきますね。今年は例年に比べて
気温が高く暑いみたいで、海水浴な
どに出かける方も多いと思います。
そうすると毎年増えてくるのは、水
の事故。取材した着衣泳を覚えてお
いて、周りにも教えたいです（オ）

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888

串間市役所総務課
秘書広報係　行

（No.1010/2016. ７）

　
It takes a village to raise a 

child.

藤
岡（
渡
邉
）　
亜
美
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もうすぐ夏休み！ 
『岬馬について学ぼう』に参加しませんか？
　夏休み期間中、都井岬ビジターセンターでは『岬馬に
ついて学ぼう』を開催します。自由研究にも役立つお話
しが、たくさん聞けますよ。また、スタッフが同行して
の野外ガイドもセットになっていますので、安心して岬
馬の観察ができます。

時　間　割 午　前 午　後

岬馬について学ぼう 10：00 ～10：30 14：00 ～14：30

野外ガイド 10：30 ～12：00 14：30 ～16：00

◆�岬馬について学ぼうでは、ビジターセンター職員の解
説を聞いたりクイズに答えたりしながら楽しく学んで
いただきます。
◆�ガイド費用はビジターセンターの入館料のみでご利用
いただけます。当日のお申込みは、お受けできない場
合がありますので必ず事前予約をお願いします。

【都井岬ビジターセンター限定体験メニュー】
ホースヘアストラップ　　￥500
馬ふん紙ハガキ　　　　　￥800
蘇鉄の実キーホルダー　　￥300

７月の休館日のお知らせ
　温泉施設の機器メンテナンスや衛生面強化のため、７月
は毎週水曜日を休館日といたします。

熊本地震災害義援金の報告
　集められた「熊本地震災害義援金」総額66,740円はすべ
て日本赤十字社にお届けしました。皆さまのご支援、ご協
力ありがとうございました。

ビアガーデン開催中！
　温泉でゆっくり癒されて、野外でビアガーデンを楽しも
う！雨の日も屋内会場をご用意しています。
●宮崎牛炭火焼肉食べ放題＆飲み放題
　料金＝4,000円（前売り3,500円）

木曜日はカラオケの日
　毎週木曜日（午前11時～午後２時）はカラオケを楽しみ
ましょう。
　料金＝2,500円（温泉・お食事・カラオケ・飲み放題）

指定管理者：株式会社スチールユニオン

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日：�７月の休館日は毎週水曜日です

TEL 0987-75-2000

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546
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